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米、梨、らっきょうほか特産品
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市役所Access

JR：山陰線鳥取駅からバス約5分

車：鳥取自動車道河原ICから約20分

お問い合せ先

鳥取市農業振興課

〒680-8571 鳥取県鳥取市上魚町39

( ０８５７-２０-３０７４

http://www.city.tottori.lg.jp/

【とっとり・し】

１市町村アグリガイド
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秋のらっきょう畑は、紫のじゅうたんを敷き詰めたような絶景。「砂丘のラベンダー」とも呼ばれる ▲

まちの環境と農業 environment & agriculture

冬期の積雪などで多い降水量

沿岸部は平均気温は年間15℃前後と穏やかだが、山

間部は冷涼。夏秋の降雨や冬期の積雪で降水量は多

く、しばしば年間2,000mmを超える。

気 候

市の東部を流れる県内三大河川の一

つ・千代川（せんだいがわ）が平野と鳥

取砂丘を形成し、日本海に注ぐ。南部

は丘陵地や山地が多い。

地 勢

千代川が平野と砂丘を形成

農 業 広い市域もあり、農業産出額は約108億円（平成18年）

と県内首位。うち米が約４割、ほか梨、らっきょうなど。

農業産出額は県内首位

主な農産物 agricultural products

青梨の王様「二十世紀」

二十世紀梨は、明治21年千葉県松戸市で
松戸覚之助という少年によって偶然発見さ
れた青梨で、「二十世紀には梨の王様に」
との期待から命名された。鳥取県には明
治37年、鳥取市の北脇永治さんが苗木を1
0本購入したのがはじまり。急斜面でも栽
培できるため、昭和以降、急速に栽培面
積が増加した。今では全国一の産地となり
県を代表する果物に。鳥取市内では南部
の河原町と佐治町が主産地だ。栽培品種
も多様化し、近年では青梨の「なつひめ」、
赤梨の「新甘泉」といった高糖度の新品種
も登場している。

梨
鳥取砂丘に隣接する鳥取市福部町
は、国内屈指のらっきょうの大産
地。「砂丘らっきょう」は全国ブランド
として広く知られている。鳥取県での
栽培は江戸時代から。スプリンクラ
ー灌水が導入された戦後以降、本
格的な大規模栽培が始まった。鳥
取のらっきょうの上質さの秘訣は越
冬期間。日本海から吹きつける風雪
に耐える厳しい冬が、色白で堅く引
き締った粒に育てる。品種としては、
福部町産は大玉で細長い形状の「ら
くだ系」が中心。

厳冬が上質さの秘訣

らっきょう

多様な大地に
いのち咲き誇る
農の美術館。

鳥取市

支援制度 support for new farmer

１ 新規就農者向けの支援制度

市内への就農を目指す「とっとりふるさと就農舎」の研修生

（募集＝毎年３名程度、原則満18歳から概ね40歳までなどの条件あり）

・内容：基礎研修（講義）、実践研修（水稲等の栽培出荷販売）

・場所：鳥取市国府町内の農地 ・期間：原則２年間

研修生に対し、主に次の支援、助成を行う。

（助成条件＝研修修了後、就農を開始して３年以上市内定住・営農）

○市外からの転入で同伴家族がある場合

・滞在経費として、研修生10万円/月、同伴家族１人当たり

３万円/月（２人まで）を２年間助成

・住宅のあっせん、２年間の家賃助成（上限５万円/月）

○市外からの転入で単身者の場合

・滞在経費として、10万円/月を２年間助成

・住宅は研修施設内での共同生活（個室完備）【写真下】

対象者

助成等

研 修

就農希望者に２年間の研修と生活支援

とっとり農業体験事業

認定就農者に借地料を助成

農地賃借料助成事業
認定就農者に対し、農地賃借料を助成

（就農から５年間）

認定就農者の就農・住宅確保を支援

就農定住円滑化対策事業
「とっとり農業体験事業」の研修を修了した認定就農者に対し、

就農準備金の支給（20万円）、住宅修繕・家賃助成などを実施

新規就農時の機械・施設に助成

就農条件整備事業
新規就農時（５年間を限度）に必要な機械・施設を農協が貸与し

たとき、または認定就農者等が整備したとき助成

（補助率1/2、事業費上限2,000万円）

２ 移住・定住者向けの主な支援制度

子育て

子育て支援カード事業 ３子以上の子育てをしている保護者にカードを交付。協賛
店舗での割引やポイントサービスなどの特典がある。

保育料軽減 第３子以降の保育料を軽減

その他 地域子育て支援センターの設置、ファミリーサポートセンタ
ーの設置、放課後児童クラブの設置など

住 宅
ＵＪＩﾀｰﾝ住宅支援事業 定住目的で市内に住宅購入、建設または改修する者に対

し、その費用を助成（上限200万円）

市が賃貸・売却希望のある空き家を募集・登録し、移住希
望者へ情報提供する。

空き家情報活用制度

鳥取ふるさとＵＩ(友愛)会 市の支援窓口を通じた市内定住者が中心となって設立。定
住者の交流やネットワークづくりに取り組んでいる。そ の 他

担当者メッセージ

鳥取市農業振興課
中川 和彦さん ほか

鳥取市は水田、果樹園、酪農
など多様な「農の風景」に出
会えるまちです。平成19年に
開校した「とっとりふるさと就
農舎」では、２年の研修で技
術習得から就農・定住までを
サポート。就農後も地元農家
による就農アドバイザーが生
活指導します。ぜひ私たち窓
口にご相談ください。

新規就農者紹介

「とっとりふるさと就農舎」１期生

吉永 昇平さん ほか２名

平成21年４月に「とっとりふるさと就農
舎」１期生３人が、２年間の研修を修
了して市内で就農。それぞれ住居を
農場近くに確保し、近くに住む農家
（就農アドバイザー）のアドバイスも受
けながら、各自が目指す農業に向
け、順調にスタートを切った。


